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「薄暮の時間帯」に

道路横断中の歩行者はねられる事故相次ぐ

専門学校生の19歳女性と88歳男性が重傷
２０２４／１１／２４（日）

長野県内で２３日、いずれも午後５時ごろの「薄暮の時間帯」で、道路を横

断中の歩行者が車にはねられる事故が相次ぎました。専門学校生の１９歳女

性が骨盤を折る重傷、８８歳の男性が左腕の骨を折る重傷です。

２３日午後５時ごろ、箕輪町の国道で横断歩道を歩いて渡っていた専門学校

生の女性（１９）が、女性（７７）の運転する軽乗用車にはねられました。こ

の事故で専門学校生が病院に搬送され、骨盤を折る重傷です。

また、２３日午後５時半ごろ、富士見町の町道を渡っていた男性（８８）が、

男性（５６）が運転する乗用車にはねられました。男性（８８）は左腕の骨を

折るなどの重傷です。


